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　この実現のために、「多様な個性が地域のみならずグローバルに輝け

る環境の実現」を人事・教育部門の重点活動として位置付け、この取り

組みを支える基盤整備として、「心身共に安全な職場環境の実現」、「HR 
DX推進」、「ダイバーシティ&インクルージョン（D&I）推進」などに継続し
て取り組んでいます。また、定期的なエンゲージメントサーベイを踏まえ、

アクションプランを策定・実行するとともに、その効果を把握し、次の活

動に活かしています。加えて、「私たちの価値観」を実践するための行動

指針であるコマツウェイを展開し、文化や習慣の異なる世界中の社員へ

浸透を図っています。

サステナビリティ

人的資本
<人と共に>

コマツでは、人材を「新しい価値を生み出す重要な経営資源」と位置付け、経営戦略と連動した人的資本投資を推進しています。2025年度よりス
タートした中期経営計画においては、成長戦略の一つである「経営基盤の革新」の一環として、「事業成長を支える人材の獲得・活躍の推進」に取り

組んでいます。

　コマツでは、「グローバルに多様な人材が一つのチームとして、事業の

成長に貢献できる環境の実現」というグローバル人事方針を掲げ、会社

と個人の双方の成長の好循環による持続的な企業価値向上を目指してい

ます。具体的には、①持続的な人材確保、②適所適材の実現、③次世代

リーダーの育成、④適切なコスト管理という会社視点と、①魅力ある職場

への入社、②やりがいのある仕事、③継続的な個人の成長、④エンゲージ

メント向上につながる褒賞という個人視点の双方を踏まえ、「コマツらし

いキャリア形成（Employee Journey）を通じた社員が得られる感情・認
識・経験（Employee Experience）の最大化」を目指しています。

　変化の激しいビジネス環境に対応するため、コマツを取り巻く外部環境

を人事的な視点でも分析し、人材戦略の方向性や、とるべき人事・教育施

策を検討し、中期経営計画の重点活動として進めています。人材戦略の各

種施策は、グローバル全体で横串を通して展開する取り組みと、各地域や

事業の特性に応じて効果的かつ効率的に進める取り組みに区分し、それぞ

れ推進しています。各種施策を議論する場として、人材戦略に関する会議

体である「コマツウェイ推進委員会」があり、社長を委員長に国内外の執

行役員・グローバルオフィサーが集まり、人材戦略や人事・教育施策につい

て議論を重ねています。また、主要海外グループ会社の人事部門責任者が

出席する「グローバルHR会議」も定期的に開催し、課題認識の共有や施策
内容について議論し、施策を展開したうえでの知見の共有も図っています。

■ 中期経営計画における人的資本投資の考え方 ■ 推進体制

人材戦略と中期経営計画の重点活動

中期経営計画

グローバル人事方針

グローバルに多様な人材が一つのチームとして、事業の成長に貢献できる環境の実現

グローバル人材戦略

Employee Experience最大化のための基盤整備
心身ともに安全な職場の実現

D&I推進　など

エンゲージメントサーベイで
定期的に効果把握

イノベーションによる
価値共創

成長性と
収益性の追求

経営基盤の革新

【成長戦略3本柱】 【人事部門 中期計画】

重点活動 多様な個性が地域のみならずグローバルに輝ける環境の実現

目指すこと
Employee Journeyを通じた Employee Experienceの最大化
（EJ：コマツらしいキャリア形成）
（EX：社員が得られる感情・認識・経験）

持続的な人材確保 会社の成長

個人の成長

好循環による持続的な成長

適所適材の実現 次世代リーダーの育成 適切なコスト管理会社視点

魅力ある職場への入社 やりがいのある仕事 継続的な個人の成長
エンゲージメント
向上につながる褒賞個人視点

　主要な海外グループ会社の人事責任者など約40名が一堂に
会し、グローバル人材戦略の方向性や各種施策に加え、各国横

断で進めるプロジェクトについて議論しました。このような会議

体だけでなく、海外グループ会社の人事部門と個別の対話の場

を定期的に設け、各社の課題や施策について踏み込んだ意見交

換を行っています。

グローバルHR会議（2025年6月開催） 

グローバルHR会議参加者



価値創造ストーリートップメッセージイントロダクション 49ガバナンス Data成長戦略Komatsu Report 2026 サステナビリティ

<人と共に> 人的資本

　各種施策を支える基盤整備として、心身ともに安全な職場環境の実現

や、ダイバーシティ&インクルージョンの推進に取り組むとともに、グロー
バル・エンゲージメント・サーベイを通じて施策の効果や課題を把握し、重

点活動の具体的な施策につなげています。

　「多様な個性が地域のみならずグローバルに輝ける環境の実現」は、中

期経営計画における成長戦略3本柱の一つである「経営基盤の革新」の重
点活動に位置付けられており、人事・教育部門の最重要活動となっていま

す。企業価値の持続的な向上には、事業成長を支える人材の獲得・定着

に加え、社員一人ひとりがやりがいや成長を実感しながら働き続けられ

る職場づくりが不可欠です。そのため、優秀な人材の獲得に向けて、社員

への提供価値を「Komatsu EVP Playbook*」として見える化し、グロー
バルで共有するとともに、各地域の実情に応じた人材獲得・定着施策を

展開しています。加えて、F1チーム「アトラシアン・ウィリアムズ・レーシン
グ」とのパートナーシップなど、コマツブランドの認知度向上に向けた取

り組みを通じて各国における採用競争力の強化につなげています。また、

グローバルで事業を牽引する人材の計画的な育成と、国・地域を越えた

経験機会の提供も重要な取り組みと位置付け、サクセッションプランの強

化やグローバルモビリティの拡大にも取り組んでいます。さらに、人事情

報システムを活用した人的資本の分析・開示や、教育研修機会の拡充な

ど、各地域の事業所や現場で働く社員はもとより、国や地域を越えて活躍

する社員も含めたすべての人材がその能力を最大限に発揮できる環境の

実現を目指した取り組みを進めています。
* EVP（Employee Value Proposition）：「企業が社員に提供する価値」を指し、具体的には、ミッショ
ンやビジョン、企業の価値観・文化、人材育成体制、キャリア形成環境、職場環境、報酬や待遇そし
て福利厚生など多岐にわたる 

ダイバーシティ&インクルージョン（D&I）の推進
　コマツでは、D&Iは「発想を広げ、挑戦を加速し、イノベーションを生み
出すもの」というトップメッセージを掲げています。このメッセージのもと、

互いの個性や能力を認め合い、活かし合うことができる環境の実現が、イ

ノベーションの創出、ひいては会社全体の成長につながるものと考え、多

様な人材が活躍できる環境整備、多様な働き方の推進、および育児・介

護・治療の両立支援などの各種制度の拡充を通じてD&Iの推進に取り組
んでいます。また、社員が多様性や個を尊重することへの理解を深め、誰

もが安心して働ける環境づくりを促進する「D&Iリテラシー向上活動」とし
て、D&Iに関する動画（トップメッセージ、基礎知識、職場事例など）やコラ
ムを配信しています。動画は13カ国語に翻訳し、グローバルに展開してい
ます。

グローバル・エンゲージメント・サーベイ

　コマツの企業価値とステークホルダーからの信頼度の向上には、社員

のエンゲージメント向上を通じた社員と会社双方の成長による好循環が

不可欠です。当社は、2021年度よりグローバル・エンゲージメント・サー
ベイを定期的に実施しており、2025年6月には第3回目を実施しました。
各種施策を展開・推進してきた結果、第3回目のサーベイでは、「持続可能
なエンゲージメント」のスコアが、グローバルで81へ向上したほか、その
他多くのカテゴリーでも前回を上回る結果となりました。中期経営計画

では、「持続可能なエンゲージメント」のグローバルスコアに加え、「eNPS
（社員の会社への愛着度などを測る指標）」および「イノベーション」のグ

ローバルスコアをKPIとして設定しています。今後も、各国・各部門におけ
る詳細な分析結果に基づくアクションプランを着実に実行し、強みの更な

る強化と課題の改善を推進することで、エンゲージメントの一層の向上を

図っていきます。

■ Employee Experienceの最大化に向けた取り組み ■ 中期経営計画における人材戦略の重点活動

「持続可能なエンゲージメント」スコア推移
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2021 2023 2025（年度）

80 81グローバル

　グローバル・エンゲージメント・サーベイの結果を踏まえ、各地

域・各部門では、課題に応じたアクションプランを策定・実行して

います。南部アフリカ地域にて事業を展開するコマツアフリカホー

ルディングスでは、サーベイ結果から、「イノベーションを創出す

る社員へ報いること」を重要な経営課題として特定しました。こ

の課題への取り組みとして、新たに社長表彰制度を導入しました。

本制度は、革新的な取り組みで事業の成長に大きく貢献したチー

ムや、年間を通してパフォーマンスを発揮した技能者、さらに、コ

マツの価値観を高いレベルで体現する社員の功績を称えるもの

です。社員一人ひとりのチャレンジを後押しする文化を醸成する

とともに、優秀な人材のモチベーション向上にもつなげています。

また、表彰式を全社ミーティング内で実施し、社員間のコミュニ

ケーション活性化とナレッジの横展開にも取り組んでいます。

　人材獲得と定着の取り組みの一環として、多様なバックグラ

ウンドを持つキャリア採用者が早期に力を発揮し、安心して働

き続けられる環境づくりに取り組んでいます。コマツに入社する

すべての社員が新しい環境への不安を軽減し、組織との関係構

築や業務理解を円滑に進められるよう、内定時期から入社後一

定期間までを一貫して支援するオンボーディング施策を整備し

ています。具体的には、入社前からコミュニケーションの機会を

アクションプランの事例紹介 

キャリア採用者の定着・早期活躍を支える 
オンボーディング施策 

表彰式の様子
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各地域の将来を担う人材に対し、国境を越えた実務研修の機会を提供し

ています。これまでに5名を2カ国へ派遣し、グローバルな環境での実務
経験を通じて、鉱山機械事業への理解向上を図ってきました。2026年度
は、第2回として、インドネシアから日本へ1名、ブラジルからドイツへ1名、
南アフリカからブラジルへ1名の派遣を予定しています。また、第1回・第2
回の参加者による交流会を実施するなど、プログラムを通じたネットワー

ク構築にも取り組んでいます。これらの取り組みにより、鉱山機械事業に

おけるグローバルモビリティを更に推進するとともに、将来を担うグロー

バル人材の育成を図り、事業全体の競争力強化につなげていきます。

イノベーション創出のための人材育成 
　イノベーションによる価値共創により競争力の維持・強化を図るため、グ

ローバル・エンゲージメント・サーベイにおいても「イノベーション」を重

要指標として捉え、データ・デジタル技術関連の人材育成と環境づくりを

グローバルで推進しています。

　人材育成については、教育を通じて目指す人材像を定めたうえで、当

社の全社員を対象とした基礎研修から選抜型の実践的なプログラムに

至るまで、一気通貫の教育体系を設けています。具体的には、業務改革

リーダーを育成する研修や、デジタル技術を用いた課題解決スキルを学

ぶ研修、各受講者が自身に必要なスキルを自律的に学ぶ研修等を実施し

ています。

　また、生成AI活用の基盤整備を行うグローバル・ワーキング・チームの
活動を通じ、各職場で生成AI活用を実践できる環境づくりを推進していま
す。2025年度はグループ全社員向けに、生成AIを前提とした働き方に関
するリテラシー研修を実施しました。これらの取り組みを通じて、全社員

が生成AIを自分ごととして捉え、活用していく風土の醸成を進めています。

設け、初日から安心して業務に取り組める環境を整えるととも

に、入社後には、配属部門と人事部門が連携し、相談しやすい

組織体制や定期的な対話の機会、オンボーディングフォーラム

といった集合研修の機会を設けています。これらの取り組みに

より、個々の力を最大限に引き出し、企業としての持続的成長に

つなげていきます。

サクセッションプランの強化

　全世界で事業を展開し、海外売上げ比率が約9割、日本以外で働く社
員が約7割を占めるコマツグループにとって、グローバルリーダーの育成
が成長の大きな鍵を握ります。主要な地域の現地法人のトップについて

は、その地域のみならず連結経営の一端を担う「グローバルオフィサー」

に任命しています。さらに、そのなかから経営の中核を担う人材を当社の

執行役員に任命しています。また、グローバルで約700の主要なポジショ
ンを「グローバル・キー・ポジション（GKP）」として位置付けてサクセッショ
ンプランを策定し、毎年ローリングを行うとともに、今後の育成プランに

関する議論を行っています。サクセッションプランと連携する形で、経営

層やその候補者を対象としてGlobal Management Seminar（GMS）も
定期的に開催しています。GMSでは、経営層とのディスカッションを通じ
たグローバル経営戦略への理解促進、外部ビジネススクール講師による

ケースメソッドを通じた経営理論の習得およびビジネス視点の強化に加

え、参加者間でコマツの将来像について意見交換を行っています。これら

を通じて、コマツウェイに根差した経営を実践できるグローバルリーダー

を育成しています。

グローバルモビリティの拡大 
　コマツは長い歴史のなかで、多くの日本人駐在員を全世界に派遣してき

ましたが、現在は日本から海外への派遣にとどまらず、ボーダーレスな適

所適材の実現に向け、グローバルモビリティ（国際間人事異動）を推進し

ています。こうした取り組みを支える制度として、2024年度より、鉱山機
械事業における次世代人材の育成を目的とした研修プログラム「グロー

バル・マイニング・タレントプログラム」を開始しました。本プログラムでは、

サクセッションプランと人材育成の連携

トップマネジメント（GKP） 修羅場経験による育成と後継者計画へのフィードバック

ロ
ー
カ
ル
開
催

グ
ロ
ー
バ
ル
開
催

事業部長クラス（GKP） Global Management Seminar

グローバルマネジメント研修

ミドルマネジメント戦略研修

次世代経営人材育成を目的とした研修プログラム

部長クラス

トップマネジメント後継候補

事業部長クラス後継候補

課長クラス

一般社員

「イノベーション」スコア推移
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67 68グローバル

サステナビリティ

<人と共に> 人的資本

グローバル・マイニング・タレントプログラム参加者
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<人と共に> 人的資本

　コマツは、社員の行動指針として「Safety & Health（安全衛生・健康）、
Law（法令遵守）、Quality（品質）、Delivery（納期）、Cost（コスト）」を意
思決定の優先順位として掲げ、安全衛生・健康をすべてに優先しています。

さらに、「安全衛生に関する社長メッセージ」に基づき、社員が安全で安心

して働くことのできる職場環境の確保と、社員一人ひとりの健康の維持・

増進に継続的に取り組んでいます。これらを実現するため、全社員が一

致協力し、主体的な安全衛生・健康管理活動を推進することを明確にした

「安全衛生方針」を定めています。

　安全衛生・健康の推進体制として、社長および安全・健康管理管掌役員

をトップとし、自社のみならず、ビジネスパートナーである協力企業（サプ

ライヤー）や販売代理店とも連携しながら、グローバルかつタイムリーな情

報共有を行う体制を構築しています。取締役会においても、定期的および

必要に応じて、安全衛生・健康に関する活動状況を報告、討議しています。

　中期経営計画では、休業災害度数率（100万時間当たり）の継続的な低
減を社会課題解決KPIとして設定し、安全で安心な職場環境の構築と社
員の健康維持・増進を目指しています。

　コマツは、安全衛生方針のもと、関係法令および社内規程を遵守すると

ともに、過去に発生した労働災害の要因分析と対策の水平展開を通じて、

類似災害の再発防止に取り組んでいます。

　また、労働災害リスクの低減と未然防止を目的に、労働安全衛生マネジ

メントシステムを構築し、ISO 45001の認証取得を進めています。リスク
アセスメントや作業前のKY（危険予知）活動により潜在的なリスクの事前
抑制を図るとともに、各種社内研修を通じて社員の安全意識向上に努め

ています。

　2025年度には、コマツアメリカ株式会社およびコマツマイニング株式
会社において、複数部門が協働し、世界規模で展開可能な「バーチャルリ

アリティ安全道場」を開発しました。従来の研修と最新のバーチャル技術

を融合し、実際の作業環境や重大リスクのシナリオを仮想空間で再現す

ることで、高い理解度と定着度を実現する体験型研修を実施しています。

　このバーチャルリアリティ安全道場は、標準化された研修を小スペース

で導入できることから、小規模拠点も含むグローバル全体の拠点に一貫

した安全教育を展開可能です。今後は、より一層のグローバル展開に加

え、ハプティクス（触覚技術）の活用による臨場感向上を図り、更に実践的

な研修へと進化させていきます。

　誰もがウェルビーイングを実感しながら働くことは、世界共通の重要な

テーマです。コマツは、社員一人ひとりの日々の健康づくりを支援すると

ともに、心身ともに健康で明るく、いきいきと働ける職場環境づくりを推

進しています。

　日本においては、社員がより良い人生を送るために必要な事項を自ら

考え、行動できる『健康文化』を醸成するため、社内の医療体制の強化を

進めるとともに、2014年から健康づくり計画を開始しました。以降、達成
状況や環境の変化を織り込み、2025年度には第三次健康づくり計画を
始動しています。ヘルスリテラシーの向上をはじめ、がん・生活習慣病対

策、タバコ対策、メンタルヘルス対策などを継続的に実施しています。

　さらに、2025年度から第三次健康づくり計画を開始したことを契機に、
これまでの取り組みと成果を振り返り、取り組みの次なる進化へとつなげ

ることを目的として「コマツ健康白書」を初めて発行しました。

■ 安全衛生・健康の方針と推進体制 ■ 安全衛生の取り組み ■ 健康管理の取り組み 

休業災害度数率（ESGデータブック P.75）Web

コマツ健康白書Web

バンコックコマツ株式会社における研修 バーチャルリアリティ安全道場での消火訓練 コマツ健康白書

https://komatsu.disclosure.site/jp/csr/pdf/KomatsuCSR2026_jp.pdf#page=76
https://komatsu.disclosure.site/jp/csr/pdf/health_and_well-being_report_ja.pdf
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